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1. はじめに
　日本保健物理学会第47回研究発表会を以下の通り開催いたします。今大会は鏡野町からご後援頂くことになり、地元と一体の地域色豊かな発表会にしたいと思います。岡山県鏡野町は、1955年に日本で初めてウラン鉱床の露頭が発見された人形峠がある、我が国の原子力の発祥の地です。またこの人形峠には、我が国が、世界で唯一原子爆弾の非保有国でありながら、ウラン濃縮を認められるきっかけとなったウラン濃縮関連施設があり、原子力の平和利用の世界的な象徴としても意義深い地域です。このようなことから、東京電力福島第一原子力発電所事故以降の日本の原子力政策、放射線防護のありかたについて、原点に立ち返って議論するのに相応しい場所であり、応募要領を参照の上、奮ってご参加くださいますようご案内申し上げます。　
2. 講演要旨の作成方法
講演要旨は以下の項目の通りに作成してください。提出された原稿はそのまま印刷されますので、特に上下左右の余白設定にはご留意ください。
1) A4 の用紙に、上下左右25mm の余白を設定してください。
2) 使用するフォントは、演題のみゴシック体、それ以外は明朝体として下さい。
3) 演題は、13ポイント以上のゴシック体とし、第1 行目に中央揃えで配置して下さい。なお、要旨原稿の演題は、申込時の演題と必ず同じにしてください。
4) 和文演題の場合は、演題名に引き続く行に、英文演題を半角文字(11 ポイント)で中央揃えにして配置してください。
5) 所属（略称）及び氏名は、英文演題との間に空白を1 行おき、11 ポイントで書いてください。また、それぞれの所属名および氏名の直下には、英文所属(略称)とローマ字氏名を11ポイントで付してください(H. Hobutsuのように名前はイニシャルのみ)。なお、発表者の氏名の前には○をつけてください。
6) 本文は、所属・氏名を記した行との間に空白行を1行おき、10 ポイント以上の明朝体で記述してください。読みやすさを考慮して本文は原則として段数を2 段とします。
7) 図表及び写真等を本文中に挿入する場合は、鮮明なものを使用してください。
8) 要旨本文には、目的・方法・結果・結論等を簡潔に記述してください。
9) カラー印刷はいたしません。本文および図表等の作成に際しては、この点にご留意ください。
3. まとめ
学会員をはじめ関係各位におかれましては、本研究発表会にぜひご参加頂き、ご自身の研究成果の公表、情報交換や親睦の機会として活用して頂くようお願い致します。




A4判用紙


余白は上下左右とも25mm（厳守）


本文は10pt 明朝　2段









